
一般社団法人 日本パブリックアフェアーズ協会は、2021年5月27日に衆議院第一議員会
館で開催された「経済成長につながる環境技術を推進する議員連盟」（会長：関芳弘衆議院
議員、事務局長：宮路拓馬衆議院議員）の第３回総会へ協力団体として出席しました。

2050年のカーボンニュートラル実現、実質排出ゼロを視野に入れ、菅首相は2030年まで
の温暖化ガス排出削減目標を13年度比で46%減にすると表明しました。さらに、50％の高
みに向けて挑戦を続けていくと強調しており、気候変動への対応は益々加速を迫られている
状況です。46％削減は6年前に設定した過去目標を約7割以上引き上げるものであり、原子
力発電所が稼働していない現状などを踏まえると決して容易では無く、高い壁となっていま
す。目標達成に向けては、電源構成を鑑みた過渡期における実行的な、具体的な政策が益々
重要であり、日本の環境技術を存分に活用し、経済と環境の好循環を生み出すことがより一
層求められています。

本会では第一期テーマとして、昨年実施された本議員連盟の前身となる「脱炭素による経
済成長促進を後押しする議員懇談会」（発起人：鬼木誠衆議院議員）において提言した日本
におけるバイオエタノール普及拡大に関して議論を実施しています。第３回総会においては、
関係業界からの意見を踏まえた、議員連盟としての提言（ 「カーボンニュートラルフュー
エルの普及に関する提言（案）」）について最終取りまとめの議論が交わされました。関係
省庁からは経済産業省、環境省、農林水産省が出席し、意見交換・質疑応答では、活発な議
論が行われました。

本議員連盟では、日本が誇る環境技術推進による経済成長・カーボンニュートラルを実現
するため、様々なテーマに着目した集中的・横断的議論を行い、必要な法制度改正も含め、
民間の活力を伸長させながらカーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー推進に貢献す
る骨太かつ大所高所の検討を行って参ります。
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